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研究概要
私たち宿主と共生する腸内細菌は様々な代謝産物を介して宿主のエピゲノム修飾を制御するこ
とで長期にわたり細胞の機能と疾患感受性を制御している。宿主側もImmunoglobulin A （IgA） 
抗体を含む様々な分子を腸管管腔中へ分泌することで、正常な腸内細菌叢を維持している。これ
まで多くの研究が個体成熟後の腸内細菌 -宿主間の相互作用に注目してきた。一方で乳児期およ
び小児期においては腸内細菌叢が短期間で多様に変化するにも関わらず、それらが宿主へ与える
影響や宿主による乳児期腸内細菌叢の制御メカニズムは不明である。乳児期において、免疫系は
未発達であり乳汁中に含まれる IgA抗体分子がこれを補う形で機能している。申請者は個体成熟
後同様に乳汁由来抗体分子によって正常な乳児期および小児期腸内細菌が維持されているのでは
ないか、また乳汁由来抗体分子を介した乳児期腸内細菌叢制御が個体成熟後における疾患感受性
に影響を与えるのではないかと仮説を立てた。本研究課題では、これまでとは異なる乳児期およ
び小児期腸内細菌叢が個体成熟後の宿主生体恒常性を制御するという新たな概念の提示を目指
す。


